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（会員は会費に含まれています。）

■
全
市
連
第
71
回
定
期
総
会
・

大
阪
大
会
を
開
催

当
連
盟
は
６
月
１
日
（
月
）、
第
71
回
定
期

総
会
を
東
京
都
千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
で
開
催
し
た
。
会
員
の
出
席
は
、
代
理

出
席
、
委
任
状
等
を
含
め
て
１
２
０
名
。
来
賓

と
し
て
林
野
庁
谷
村
栄
二
次
長
、
林
野
庁
間
島

重
道
木
材
産
業
課
長
、
日
本
林
業
協
会
島
田
泰

助
会
長
、
農
林
漁
業
信
用
基
金
石
田
良
行
総
括

理
事
、
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
宮
澤

俊
輔
理
事
長
、
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

篠
田
幸
昌
理
事
長
ほ
か
多
く
の
方
々
に
ご
出
席

頂
い
た
。

大
会
で
は
全
市
連
会
長
功
労
者
表
彰
状
の
贈

呈
の
ほ
か
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
、
同
決
算

が
決
議
さ
れ
た
。
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

役
員
の
選
任
を
行
い
、
守
屋
会
長
（（
株
）
仙

台
木
材
市
場
）
が
退
任
し
、
新
会
長
に
は
伊
藤

正
雄
（（
株
）
大
阪
木
材
相
互
市
場
）
が
選
任

さ
れ
た
。
次
期
定
期
総
会
は
来
年
東
京
で
開
催

す
る
こ
と
を
決
定
し
、大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

【
開
会
宣
言
・
開
会
の
挨
拶
】

飯
島
義
雄
副
会
長
（
関
東
支
部
長
、
東
京
中

央
木
材
市
場
（
株
））
が
昨
年
総
会
以
降
の
会

員
関
係
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
定
期
総
会
の

開
会
を
宣
言
し
た
。

守
屋
会
長
は
開
会
挨
拶
で
出
席
会
員
及
び
来

賓
へ
の
謝
意
、
全
市
連
功
労
者
表
彰
の
受
賞
者

へ
の
祝
辞
を
述
べ
、
木
材
産
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
近
年
の
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
傾
向
に

加
え
て
、
本
年
は
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
以
降
、
原

油
価
格
、
石
油
関
連
製
品
、
住
宅
資
材
等
の
価

格
高
騰
や
供
給
の
目
詰
ま
り
が
、
住
宅
等
の
建

築
工
事
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
先
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
の
際
に
１
９
７
０
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
よ
う
な
騒
動
が
起
き
な
か
っ
た
の
は
木
材
市

場
の
供
給
体
制
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
て
い

る
。
今
回
も
大
変
だ
と
思
う
が
、
林
野
庁
の
ご

指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
安
定
し
た

木
材
の
供
給
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
昨
年
林
野
庁
の
補
助
事
業
で
地
域
の
広
葉

樹
材
利
用
の
取
組
を
行
っ
た
。
地
域
の
広
葉
樹

を
用
材
と
し
て
利
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
は

世
の
中
の
流
れ
で
あ
る
。
仙
台
市
と
伐
採
さ
れ

審
議
さ
れ
る
な
ど
、
環
境
貢
献
と
い
う
観
点
か

ら
企
業
に
と
っ
て
木
材
を
使
う
こ
と
が
自
ら
の

価
値
を
高
め
、
木
材
の
新
た
な
価
値
を
生
む
世

の
中
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
で
、
木
材
利
用
の
拡
大

を
通
じ
た
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
生
産
・
流
通
・
需
要
の
各
段
階
の
関
係
者

が
し
っ
か
り
と
連
携
を
し
て
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
貴
連
盟
の
皆
様
の
今
後
の
一

層
の
御
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

中
東
情
勢
に
つ
て
は
、
現
在
、
政
府
を
あ
げ

て
燃
料
油
や
石
油
製
品
等
の
安
定
供
給
の
確
保

に
向
け
た
対
応
を
進
め
て
い
る
が
、
現
場
で
は

希
望
さ
れ
た
量
の
資
材
を
調
達
で
き
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

林
野
庁
で
は
、
関
係
団
体
や
個
社
と
情
報
交
換

等
を
行
い
実
態
把
握
に
進
め
る
と
と
も
に
相
談

窓
口
を
設
け
、
支
障
が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
と
も

連
携
し
て
、
１
つ
１
つ
丁
寧
に
そ
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
燃
油
や
石
油
製
品
等
の
調
達

に
御
懸
念
や
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
早
め
に

御
相
談
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
原
材
料
の
買
占
め
や
こ
れ
ら
の
動
き
に

乗
じ
た
木
製
品
の
偏
っ
た
供
給
な
ど
に
よ
っ
て

需
給
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

た
街
路
樹
の
利
用
に
向
け
た
取
組
を
す
す
め
て

い
る
と
こ
ろ
。
伐
採
さ
れ
た
街
路
樹
の
用
材
と

し
て
の
利
用
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。本
日
は
、

多
く
の
重
要
な
こ
と
を
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
最
後
ま
で
ご
審
議
よ
ろ
し
く

お
願
い
す
る
と
述
べ
た
。

【
来
賓
祝
辞
】

林
野
庁
谷
村
栄
二
次
長
か
ら
、
第
71
回
定
期

総
会
開
催
へ
の
祝
意
、
功
労
者
表
彰
受
賞
者
へ

の
祝
意
に
続
き
、「
本
年
は
我
が
国
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
定

め
る
森
林
・
林
業
基
本
計
画
を
見
直
す
５
年
に

一
度
の
重
要
な
年
。
こ
の
分
野
に
関
わ
る
全
て

の
方
々
に
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

計
画
と
な
る
よ
う
、
関
係
者
の
皆
様
に
御
意
見

を
頂
戴
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
き
て
お
り
、
間

も
な
く
閣
議
決
定
の
運
び
と
な
る
。
今
回
の
見

直
し
で
は
、
国
産
材
の
供
給
拡
大
と
幅
広
い
需

要
の
創
出
を
進
め
、
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
構
築
す
る
こ
と
で
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
確
立
し
、
森
の
国
・
木
の
街
の
実
現
を
牽
引

し
て
い
く
こ
と
を
柱
の
１
つ
と
し
て
い
る
。

国
産
材
の
供
給
量
に
つ
い
て
は
、今
後
は
４
，

０
０
０
万
㎥
へ
と
拡
大
す
る
目
標
を
掲
げ
、
大

径
材
や
広
葉
樹
材
の
内
装
材
と
し
て
の
活
用
な

ど
も
含
め
、
木
材
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
力

を
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
木
材
の
利
用
が
２
０
５
０
年
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
て
経
済
界
に
お
い
て

も
期
待
や
関
心
が
高
ま
る
中
、
こ
の
４
月
か
ら

は
、事
業
者
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を「
算

定
・
報
告
・
公
表
」
す
る
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
に
お
い

て
、
自
社
ビ
ル
を
木
造
で
建
て
た
場
合
に
そ
の

炭
素
貯
蔵
分
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
運
用

が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
今
国
会
に
お
い
て
建
築

物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
律
が

守屋会長挨拶

林野庁谷村次長祝辞
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う
、
適
切
な
対
応
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
す

る
。」
等
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

日
本
林
業
協
会
島
田
会
長
か
ら
は
、
第
71
回

定
期
総
会
開
催
へ
の
祝
意
、
功
労
者
表
彰
受
賞

者
へ
の
祝
意
に
続
き
、「
森
林
の
温
暖
化
防
止

に
お
け
る
役
割
や
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
木
材

の
積
極
活
用
な
ど
に
対
す
る
関
心
が
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
的
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
一
方

で
、
我
が
国
で
は
、
低
迷
す
る
立
木
価
格
の
も

と
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
が
失
わ
れ
、
伐
っ

て
も
植
え
ら
れ
ず
荒
廃
す
る
森
林
が
増
加
す
る

な
ど
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
現
在
検
討

中
の
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、
合
理
的
な

価
格
形
成
に
向
け
た
強
靱
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
と
い
う
項
目
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

森
林
所
有
者
が
意
欲
を
持
っ
て
持
続
的
な
森
林

経
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
価
格
形
成
を

目
指
す
に
は
、
林
業
関
係
者
と
需
要
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
流
れ
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る

中
、
持
続
性
の
確
保
さ
れ
た
森
林
か
ら
生
産
さ

れ
た
木
材
の
価
値
を
評
価
し
、
企
業
の
社
会
的

責
任
と
し
て
そ
れ
を
利
用
し
て
い
き
た
い
と
い

う
需
要
者
・
企
業
等
も
増
え
て
き
て
お
り
、
林

業
者
と
需
要
者
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
た
め
の
条
件
が
整
っ
て
き
て
い
る
。
持

続
性
の
担
保
さ
れ
た
木
材
が
当
た
り
前
に
使
わ

れ
る
社
会
を
構
築
す
る
上
で
、
日
本
の
木
材
流

通
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
全
市
連

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
期
待
は
大
変
大
き
い
。
全

市
連
の
皆
さ
ん
に
は
、
我
々
林
業
団
体
の
中
心

と
し
て
、
新
た
な
木
材
流
通
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
積
極
的
な
ご
活
躍
・
ご
協

力
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。」
等

の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

【
議
事
】

議
事
は
安
部
雄
祐
奥
羽
支
部
長
（（
株
）
山

形
城
南
木
材
市
場
）
を
議
長
に
し
て
進
行
。

第
１
号
議
案
　
令
和
７
年
度
事
業
報
告
び
収
支

決
算
承
認
の
件

令
和
７
年
度
は
、木
材
利
用
促
進
に
向
け
て
、

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
の
開
催
や
各

種
の
普
及
活
動
を
実
施
し
た
。
国
産
材
の
需
要

拡
大
、
安
定
供
給
に
向
け
て
、
全
国
優
良
木
材

展
示
会
、
国
産
材
地
方
展
示
即
売
会
、
国
産
材

需
要
拡
大
製
材
品
特
別
展
示
大
会
、
国
の
補
助

事
業
で
あ
る
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
・
顔
の
見

え
る
木
材
安
定
供
給
体
制
構
築
事
業
、
合
法
木

材
証
明
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
た
。
合
法
証

明
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
事
業
者
を

認
定
し
た
。
木
材
需
給
動
向
調
査
の
実
施
、
原

木
部
会
・
製
品
部
会
の
開
催
、
会
員
へ
の
情
報

提
供
を
行
っ
た
。改
正
物
流
効
率
化
法
の
施
行
、

取
適
法
の
施
行
、
林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る

適
正
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
施
に
つ
い
て
林

野
庁
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、
会
員
へ
の
情
報

提
供
等
を
行
っ
た
。
福
祉
共
済
事
業
を
実
施
し

た
。令

和
７
年
度
決
算
は
、
経
常
収
益
計
２
５
，

８
８
５
千
円
余
、
経
常
費
用
計
２
５
，６
６
２

５
千
円
余
と
な
り
、
当
期
経
常
増
減
額
は
２
５

し
、
原
油
価
格
や
住
宅
資
材
の
高
騰
な
ど
が
住

宅
等
の
建
築
工
事
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
厳

し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

が
川
上
、
川
中
へ
波
及
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。

木
材
流
通
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
全
市
連
会
員
は
、
経
験
と
実
績
を
活
か

し
、
的
確
な
情
報
収
集
と
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
需
給
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
に
対
し
、
石
油
製
品
の
需

給
安
定
化
及
び
物
価
対
策
、
木
材
利
用
拡
大
、

木
材
製
品
の
適
正
な
価
格
形
成
、
皆
伐
・
再
造

林
と
担
い
手
対
策
を
強
く
要
請
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
、
次
の
事
項
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

〇�

震
災
・
台
風
・
森
林
火
災
等
の
自
然
災
害
か

ら
の
復
興
・
再
生
に
向
け
、
地
域
材
の
利
用

拡
大
等
に
取
り
組
も
う
。

〇�

木
材
の
価
値
向
上
に
取
組
み
、
山
元
に
利
益

を
還
元
で
き
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

を
通
じ
て
、
海
外
情
勢
の
影
響
を
受
け
に
く

い
木
材
の
需
給
構
造
を
構
築
し
よ
う
。

〇�

木
の
良
さ
が
伝
わ
る
木
造
化
や
内
装
木
質
化

に
取
り
組
み
、「
森
の
国
・
木
の
街
」
の
実

現
に
貢
献
し
よ
う
。

〇�

改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
下
、
合
法
性
証

明
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
証
明
の
信
頼

性
の
維
持
・
向
上
に
取
り
組
も
う
。

〇�

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
等
、
品
質
の
確
か
な
木
材
製

品
の
需
要
拡
大
と
供
給
体
制
整
備
に
取
り
組

も
う
。

〇�

木
の
良
さ
を
広
め
る
人
材
養
成
に
取
り
組
も

う
。

○�

労
働
安
全
対
策
を
強
化
し
、
災
害
ゼ
ロ
を
目

指
そ
う
。

９
千
円
余
の
増
と
な
っ
た
。

定
款
第
22
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
萩
原
宏
監

事
よ
り
決
算
等
の
内
容
は
適
正
で
あ
る
と
の
監

査
報
告
を
行
い
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
報
告
の
件

３
月
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
の
概
要
を
報
告
。

第
３
号
議
案
　
令
和
８
年
度
会
費
割
当
て
の
件

令
和
８
年
度
会
費
割
当
て
が
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
　
役
員
改
選
の
件

役
員
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
理
事
・
監
事

が
選
任
さ
れ
た
。
守
屋
長
光
会
長
（（
株
）
仙

台
木
材
市
場
）
が
退
任
し
、
新
会
長
に
は
伊
藤

正
雄
理
事
（（
株
）
大
阪
木
材
相
互
市
場
）
が

就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。（
役
員
名
簿

別
掲
）

第
５
号
議
案
　
次
回
定
期
総
会
開
催
地
の
決
定

来
年
の
定
期
総
会
を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

大
会
宣
言
の
決
議

岡
本
剛
中
国
支
部
長
（（
株
）
岡
山
相
互
木

材
市
場
）
よ
り
次
の
大
会
宣
言
案
を
提
案
し
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

私
た
ち
全
市
連
会
員
は
、
本
日
こ
こ
に
第
71

回
定
期
総
会
・
東
京
大
会
を
開
催
し
た
。

我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
る
中
、
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ
て
、

地
域
経
済
・
社
会
の
発
展
、
国
土
保
全
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め

に
は
、
木
材
利
用
の
拡
大
、
国
産
材
の
安
定
供

給
体
制
の
整
備
、
皆
伐
・
再
造
林
の
推
進
、
担

い
手
の
育
成
等
に
林
業
・
木
材
産
業
が
一
体
と

な
っ
て
取
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
我
が
国
経
済
の
先
行
き
や
木
材
需
給

を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
中
東
情
勢
が
不
安
定
化

日本林業協会島田会長祝辞
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以
上
、
宣
言
す
る
。

令
和
８
年
６
月
１
日

一
般
社
団
法
人
全
日
本
木
材
市
場
連
盟

第
71
回 
定
期
総
会
・
東
京
大
会

【
閉
会
の
言
葉
】

二
宮
政
文
副
会
長
（
四
国
支
部
長
、（
株
）

大
木
坑
木
（
有
））
の
「
関
係
者
の
皆
様
と
力

を
合
せ
て
、
こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。」
と
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会

し
た
。

■
改
選
役
員
名
簿

〇
会
長　

伊
藤
正
雄
（（
株
）
大
阪
木
材
相

互
市
場
）

〇
副
会
長　

東
北
支
部
長
守
屋
長
光
（（
株
）

仙
台
木
材
市
場
）、
関
東
北
支
部
長
打
越
芳
男

（（
株
）
茨
城
木
材
相
互
市
場
）、
関
東
支
部
長

飯
島
義
雄
（
東
京
中
央
木
材
市
場
（
株
））、
東

海
支
部
長
鈴
木
善
一
朗
（（
株
）
東
海
木
材
相

互
市
場
）、
近
畿
支
部
長
菅
生
康
清
（
桜
井
木

材
（
協
））、
四
国
支
部
長
浜
口
伸
一
（（
株
）

徳
島
中
央
木
材
市
場
）、
九
州
支
部
長
多
田
啓

（（
株
）
ア
サ
モ
ク
）

〇
理
事
（
支
部
長
）
奥
羽
支
部
長
安
部
雄
祐 

（（
株
）
山
形
城
南
木
材
市
場
）、
北
陸
支
部
長

小
林
太
（（
株
）
富
山
合
同
木
材
市
場
）、
中
国

支
部
長
岡
本
剛
（（
株
）
岡
山
木
材
相
互
市
場
）

〇
理
事　

鈴
木
雄
一
郎
（
北
海
道
木
材
市
場

（
協
））、
成
田
剛
（
青
森
県
森
林
整
備
事
業

（
協
））、
工
藤
茂
丸
（
秋
田
中
央
木
材
市
場

（
株
））、
鈴
木
賢
二 

（
南
東
北
木
材
（
株
））、

安
藤
裕
一（（
株
）ミ
ト
モ
ク
）、金
子
利
雄（（
株
）

宇
都
宮
総
合
木
材
市
場
）、
阿
部
鐵
則
（
千
葉

県
木
材
市
場（
協
））、吉
田
貞
裕（（
株
）吉
貞
）、

中
村
司
（
東
京
新
宿
木
材
市
場
（
株
））、
近
藤

藤
嗣
（
新
東
京
木
材
商
業
（
協
）、
西
村
信
洋

（（
株
）
東
京
木
材
相
互
市
場
）、大
島
誠
（（
株
）

東
京
第
一
木
材
市
場
）、
氏
橋
武
史
（
東
京
木

材
市
場
（
株
））、
木
曽
川
靖
一
（
丸
宇
木
材
市

売
（
株
））、
杉
田
理
之
（
ナ
イ
ス
（
株
））、
伊

藤
元
二
（（
株
）
横
浜
連
合
木
材
）、
齊
藤
豊
美

（
福
井
県
木
材
市
売
（
協
））、
勝
野
智
明
（
木

曽
官
材
市
売
（
協
））、
吉
田
芳
治
（
岐
阜
県
銘

木
（
協
））、
小
森
淳
史
（（
株
）
東
海
木
材
相

互
市
場
）、
西
垣
貴
文
（
西
垣
林
業
（
株
））、

小
杉
智
一
郎
（（
株
）
東
海
林
材
市
場
）、
中
川

浩
之
（
中
川
林
業
（
株
））、
久
保
覚
（
松
阪
木

材（
株
））、藤
本
純
司（（
株
）関
西
木
材
市
場
）、

名
田
健
吾
（
神
戸
木
材
市
売
（
協
））、
貝
本
博

幸
（
奈
良
県
銘
木
（
協
））、
山
下
薫
（
真
庭
木

材
市
売
（
株
））、
豆
原
義
人
（（
株
）
津
山
綜

合
木
材
市
場
）、
石
谷
樹
人
（
石
谷
林
業
（
株
）

智
頭
原
木
市
場
）、
三
吉
庸
善
（（
株
）
出
雲
木

材
市
場
）、
小
林
方
之
（（
株
）
福
山
中
央
木
材

市
場
）、
二
宮
政
文
（
大
木
坑
木
（
有
）
宇
和

島
出
張
所
）、
尾
﨑
徳
七
（（
協
）
高
知
県
木
材

市
場
連
盟
）、
樋
口
哲
也
（（
株
）
太
洋
木
材
市

場
）、
伊
東
貴
樹
（（
株
）
伊
万
里
木
材
市
場
）、

田
代
洋
典
（（
株
）
長
崎
県
北
木
材
市
場
）、
今

坂
幸
一
（
熊
本
木
材
（
株
））、
安
部
省
祐
（
大

分
県
木
材
（
協
）
連
合
会
）、田
中
昇
吾
（（
株
）

九
州
木
材
市
場
）、
外
山
正
志
（
都
城
地
区
製

材
事
業
（
協
））、桃
渓
崇
（
関
東
木
材
セ
ン
タ
ー

協
会
）、
草
野
洋
（（
一
社
）
全
国
木
材
市
売
買

方
組
合
連
盟
）、
田
口
護
（（
一
社
）
全
国
木
材

組
合
連
合
会
）、
矢
野
彰
宏
（（
一
社
）
全
国
素

材
生
産
業
協
同
組
合
連
合
会
）

〇
専
務
理
事　

柱
本
修
（（
一
社
）
全
日
本

木
材
市
場
連
盟

〇
監
事　

萩
原
宏
（
学
識
経
験
者
）、
栗
林

一
郎
（（
株
）
相
模
原
木
材
セ
ン
タ
ー
）

■
新
旧
会
長
挨
拶

こ
の
度
、（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟

会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
５
月
に
就
任
以
来
、
４
年
に
わ
た

り
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。�

守
屋
長
光

こ
の
度
、（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
（
株
）
大
阪
木
材

相
互
市
場
の
伊
藤
正
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
業
界
発

展
の
た
め
専
心
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

伊
藤
正
雄

■
令
和
７
年
度
全
市
連
功
労
者

会
長
賞
表
彰
者

令
和
７
年
度
の
全
市
連
功
労
者
会
長
賞
表
彰

者
は
以
下
の
通
り
。(

敬
称
略)

〇
市
場
関
係
（
34
名
）

柏
倉
正
克
（
福
島
県
郡
山
地
区
木
材
製
材

（
協
））、大
島
誠
（（
株
）
東
京
第
一
木
材
市
場
）、

飯
島
秀
圭
（（
株
）
茨
城
木
材
相
互
市
場
）、
横

坂
亜
希
子
（
ナ
イ
ス
（
株
）
前
橋
市
場
）、
大

竹
寛
司
（
千
葉
県
木
材
市
場
（
協
））、
上
山
實

（
埼
玉
林
材
市
場
（
株
））、
西
村
信
洋
（（
株
）

東
京
木
材
相
互
市
場
）、
中
山
哲
志
（
ナ
イ
ス

（
株
）
相
模
原
市
場
）、
上
柳
麻
里
子
（
同 

沼

津
市
場
）、
鈴
木
善
一
朗
（（
株
）
東
海
木
材
相

互
市
場
）、
西
垣
貴
文
（
西
垣
林
業
（
株
））、

池
端
謙
太
（
ナ
イ
ス
（
株
）
小
牧
市
場
）、
渡

邊
正
彦
（
西
垣
林
業
（
株
）
三
重
事
業
所
マ
ル

タ
ピ
ア
）、
海
住
知
彦
（
同 

三
重
事
業
所
美
杉

木
材
市
場
）、
天
野
宏
文
（
桜
井
木
材
（
協
）

原
木
市
売
部
）、
岡
本
剛
（（
株
）
岡
山
木
材
相

互
市
場
）、
山
内
大
輔
（
ナ
イ
ス
（
株
）
岡
山

市
場
）、
近
藤
晃
（
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会

勝
山
支
所
）、
森
勝
哉
（
同 

新
見
支
所
）、
冨

谷
吉
優
（
同 

新
見
支
所
）、
田
口
晶
浩
（
同 

勝
山
支
所
）、
北
山
尚
希
（
同 

勝
山
支
所
）、

坂
田
信
和
（（
株
）
徳
島
中
央
木
材
市
場
）、
村

上
博（（
株
）宇
和
原
木
市
場
）、尾
﨑
徳
七（（
協
）

高
知
県
木
材
市
場
連
盟
）、
多
田
啓
（（
株
）
ア

サ
モ
ク
）、
遠
山
滉
大
（
熊
本
木
材
（
株
）
上

球
磨
支
店
）、芹
川
美
香
（
同
）、渡
邊
光
顕
（
肥

後
木
材
（
株
））、竹
田
有
希
（
肥
後
木
材
（
株
）

人
吉
支
店
）、
石
松
保
史
（
日
田
木
材
市
場

（
株
））、瀬
川
り
か
（
同
）、髙　

村
和
昭
（
同
）、

魚
返
洋
希
（
同
）、

〇
問
屋
関
係
（
２
名
）

守屋長光前会長伊藤正雄新会長
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奥
岡
睦
（
ト
ウ
カ
イ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
株
））、

皀
慎
一
（
材
惣
木
材
（
株
））

【
記
念
講
演
】

定
期
総
会
終
了
後
に
は
、
恒
次
祐
子
東
京
大

学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
か
ら

「
建
物
の
内
装
木
質
化
と
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
ご

講
演
で
は
、
内
装
木
質
化
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
つ
い
て
研
究
か
ら
何
が
言
え
る
の
か
、
次

の
幅
広
い
研
究
事
例
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く

ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

そ
の
１
：
室
内
環
境
へ
の
影
響

木
材
の
調
湿
効
果
－
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
内
装
に

比
べ
て
合
板
内
装
で
は
湿
度
変
化
が
少
な
い
。

木
材
に
よ
る
空
気
浄
化
作
用
－
木
材
チ
ッ
プ

へ
の
暴
露
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
濃
度
の
低
下
、

木
材
か
ら
の
揮
発
成
分
に
よ
る
ダ
ニ
抑
制
と
抗

菌
性波

長
と
放
射
照
度
に
よ
る
木
質
空
間
が
目
に

優
し
い
こ
と
の
計
測

そ
の
２
：
人
の
心
身
へ
の
影
響

オ
フ
ィ
ス
の
実
験
で
は
、
内
装
木
質
化
に
よ

り
勤
務
者
の
疲
労
感
の
自
覚
症
状
が
低
下
。
オ

フ
ィ
ス
に
木
製
家
具
を
導
入
し
た
調
査
で
は
、

天
板
に
ク
リ
無
垢
単
板
を
用
い
た
テ
ー
ブ
ル
の

方
が
メ
ラ
ミ
ン
天
板
の
も
の
よ
り
不
快
感
と
だ

る
さ
の
自
覚
症
状
が
小
さ
い
。
執
務
環
境
の
調

査
で
は
、
ク
リ
無
垢
単
板
の
方
が
メ
ラ
ミ
ン
単

板
よ
り
仕
事
へ
の
集
中
し
や
す
さ
、
会
話
し
や

す
さ
、
ア
イ
デ
ア
の
出
し
や
す
さ
の
評
価
が
高

い
。学

校
に
お
け
る
研
究
事
例
で
は
、
既
往
の
研

究
で
Ｒ
Ｃ
造
校
舎
に
比
べ
て
木
造
校
舎
で
は
先

生
の
疲
労
感
、
生
徒
の
疲
労
感
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉
鎖
率
が
小
さ
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
更
な

る
研
究
が
必
要
。
最
近
の
写
真
調
査
で
は
、
教

室
の
内
装
の
半
分
、
ま
た
は
全
面
に
木
材
を
使

用
し
た
場
合
、
生
徒
が
好
き
だ
と
感
じ
る
。
１

０
０
％
内
装
木
質
の
教
室
で
は
、
明
る
い
、
あ

た
た
か
い
、
清
潔
な
、
香
り
の
あ
り
そ
う
な
、

自
然
な
、
優
し
い
、
の
ん
び
り
、
田
舎
的
な
の

項
目
で
評
価
が
高
く
、
０
％
内
装
木
質
の
教
室

で
は
、
冷
た
い
、
香
り
の
な
さ
そ
う
な
、
人
工

的
な
、
か
た
い
、
都
会
的
な
の
項
目
で
評
価
が

高
い
。
従
来
内
装
の
教
室
と
内
装
を
木
質
化
し

た
教
室
を
用
い
た
調
査
で
は
、
木
質
内
装
で
は

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
分
状
態
が
緩
和
さ
れ
、
活
動

量
が
大
き
い
。

金
融
機
関
に
お
け
る
調
査
で
は
、
木
装
店
舗

で
は
非
木
装
店
舗
よ
り
、
魅
力
、
居
心
地
、
温

か
み
、
香
り
の
項
目
で
評
価
値
が
高
い
。
飲
食

店
で
の
調
査
で
は
、
内
装
を
木
質
化
し
た
場
所

の
席
の
方
が
、
内
装
を
木
質
化
し
て
い
な
い
場

所
の
席
よ
り
来
席
人
が
多
い
。

恒
次
教
授
は
、
近
年
、
内
装
の
木
造
化
に
つ

い
て
、
病
院
や
学
校
な
ど
の
非
住
宅
建
築
も
含

め
て
、
多
く
の
期
待
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
中
に
は
過
度
な
期
待
も
み
ら

れ
、ま
だ
ま
だ
研
究
が
必
要
。木
材
利
用
を
ブ
ー

ム
で
終
わ
ら
せ
ず
、
建
築
材
料
の
妥
当
な
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
に
も
、
科

学
的
に
正
し
い
情
報
が
必
要
。
科
学
的
な
情
報

に
基
づ
い
た
「
木
づ
か
い
」
が
重
要
と
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

■
国
有
林
野
事
業
の
令
和
８
年

度
主
要
事
業
量

令
和
８
年
度
の
国
有
林
野
事
業
の
主
要
事
業

量
は
、立
木
販
売
量
は
約
１
，０
０
４
万
㎥
（
令

和
７
年
度
比
１
０
２
％
）、
素
材
販
売
は
約
３

４
９
万
㎥
（
令
和
７
年
度
比
１
０
０
％
）
を
予

定
。
樹
木
採
取
権
制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
８

年
度
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
調

査
）
を
７
か
所
、
樹
木
採
取
権
者
の
公
募
を
１

か
所
で
行
う
予
定
。
造
林
付
立
木
シ
ス
テ
ム
販

売
に
つ
い
て
は
、
需
要
拡
大
構
想
（
調
査
）
を

１
箇
所
、
公
募
を
５
か
所
で
行
う
予
定
。

恒次祐子東京大学教授の講演

全市連功労者会長表彰受賞者


